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　ジオパークスポットを巡る「とび丸タ
クシー」を運航する西口敏明さん（下写真）
に、撮影協力をお願いしました。
　

　西
にし

口
ぐ ち

敏
と し

明
あ き

さ ん
（丹後町）

　船上からのダイナ
ミックな自然が満喫
できる「とび丸タク
シー」は、丹後の海
を漁師さんが案内し
て遊覧するもの。４

コースあり、３つの漁港から出航します。
　青の洞窟へは、竹

たか

野
の

漁港から出港して
約10分で到着。海から見る絶景は感動
もの。西口さんのジョークを交えたジオ
スポット紹介で、楽しさも倍増しますよ。
◎タクシー料金：大人 2,000円、子ども
700円（小学生未満無料）
※青の洞窟見学、定置網漁はオプション（有料）

　問い合わせ：丹後町体験観光組合
　　　　　　　（080-2527-2558）
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会
長
に
は
西
川
荒
川
区
長
、
幹

事
に
市
原
つ
く
ば
市
長
、
中
山
市

長
が
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
月

尾
嘉よ

し

男お

東
京
大
学
名
誉
教
授
を
は

じ
め
５
人
の
方
々
が
顧
問
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
基
礎
自
治
体
の
使

命
と
し
て
、
住
民
の
悩
み
や
願
い

を
受
け
止
め
、
そ
の
声
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
地
域
の
将
来
を
見
据

え
て
新
た
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
こ
と
を
通
じ

て
、
誰
も
が
幸
福
を
実

感
で
き
る
地
域
社
会
を

築
き
、
幸
福
大
国
・
日

本
を
創
造
す
る
こ
と
を

目
指
す
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
共
同
ア
ピ
ー
ル
宣
言
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

顧
問
で
あ
る
月
尾
名

誉
教
授
の
講
演
で
は「
物

質
的
な
豊
か
さ
か
ら
、

心
の
豊
か
さ
を
取
り
戻

す
時
代
が
来
て
い
る
」

　
西
川
太
一
郎
荒
川
区
長
（
東
京

都
）、
市
原
健
一
つ
く
ば
市
長
（
茨

城
県
）
と
中
山
市
長
の
３
人
の
呼

び
掛
け
に
よ
り
、
全
国
５
２
基
礎

自
治
体
（
市
町
村
・
東
京
都
特
別

区
）
で
構
成
す
る
住
民
の
幸
福
実

感
向
上
を
目
指
す
基
礎
自
治
体
連

合
（
通
称
：
幸
せ
リ
ー
グ
）
の
設

立
総
会
が
、
６
月
５
日
、
ホ
テ
ル

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド（
東
京
都
荒
川
区
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
ブ
ー
タ
ン
な
ど
の
例
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
動
き
の

中
、
市
で
は
、
独
自
の
「
市
民
総

幸
福
」
の
指
標
づ
く
り
に
役
立
て

る
た
め
、
市
内
在
住
で
無
作
為

に
抽
出
し
た
16
歳
以
上
、

３
２
０
０
人
を
対
象
に

「
市
民
幸
せ
度
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
家
計
・
就
業
／

健
康
・
福
祉
／
家
族
・
子
育
て
／

自
然
環
境
／
防
災
・
治
安
／
地
域

社
会
・
文
化
の
６
分
野
29
項
目
に

つ
い
て
質
問
し
て
い
ま
す
。
締
切

は
、
６
月
28
日
ま
で
。

　
今
後
、
各
自
治
体
の
取
り
組
み

の
情
報
交
換
、
実
務
者
間
で
の
幸

福
の
研
究
な
ど
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
す
。

まちづくり

健
康
で
活
力
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
の
都
」
を
創
生

「
京
丹
後
市
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
」
を
設
置

　
市
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
京

丹
後
市
の
活
性
化
を
市
の
行
政
部

局
が
連
携
し
て
推
進
し
て
い
く
た

め
、こ
の
ほ
ど「
京
丹
後
市
ス
ポ
ー

ツ
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
市
民
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
や
体
力
、
目
的
に
応
じ
て
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で

も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
機
会
を
効
果
的
に
つ
く
る
た

め
、
市
が
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
資
源

を
有
効
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
改
善
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、市
を
あ
げ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
ま

す
。

　
推
進
本
部
は
、
大
村
副
市
長
を

推
進
本
部
長
に
据
え
、
関
係
部
局

の
部
長
級
を
も
っ
て
構
成
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
子
ど
も

ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
競

技
力
の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

ど
の
整
備
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光

の
推
進
、
京
丹
後
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
に
伴
う
調
査
研
究
に
関
す

る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

本
会
議
は
山
口
県
、
島
根
県
、

鳥
取
県
、
兵
庫
県
、
福
井
県
、
京

都
府
お
よ
び
大
阪
府
の
２
府
５
県

か
ら
50
の
市
町
村
長
で
構
成
し
、

発
起
人
の
中
山
市
長
は
「（
整
備

は
）
山
陰
地
域
だ
け
で
は
な
く
、

国
家
と
し
て
の
意
義
も
大
き
い
。

国
の
最
た
る
成
長
戦
略
は
イ
ン
フ

ラ
整
備
で
あ
り
、
地
方
負
担
を
求

め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
国

主
導
の
整
備
方
式
の
あ
り
方
も
研

山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄
道
の
構
想
区
間

　
中
山
市
長
ら
の
呼
び
掛
け
で
始
ま
っ
た
下
関
か
ら
大
阪
や
北
陸
ま
で
を
結
ぶ
「
山
陰
縦

貫・超
高
速
鉄
道
」の
整
備
促
進
を
目
指
す
市
町
村
会
議
が
６
月
５
日
、砂
防
会
館（
東
京
都
）

で
行
わ
れ
、
超
高
速
鉄
道
の
整
備
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

広域連携

府
県
域
を
越
え
た
50
自
治
体
に
よ
る
「
市
町
村
会
議
」
発
足

「
山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄
道
〈
リ
ニ
ア
又
は
新
幹
線
〉」
の
整
備
実
現
へ

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

22013.07

まちづくり

誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る 

あ
た
た
か
い
地
域
社
会
を
築
く 

― 

幸
福
大
国
・
日
本
へ 

―

全
国
52
自
治
体
「
幸
せ
リ
ー
グ
」
結
成

　
近
年
、
住
民
の
幸
福
を
基
点
と
し
た
行
政
運
営
に
取
り
組
む
動
き
が
国
内
外
で
お
き
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
中
山
市
長
ら
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
住
民
の
幸
福
度
に
基
づ
い

た
行
政
運
営
を
目
指
す
基
礎
自
治
体
が
連
携
し
、「
住
民
の
幸
福
実
感
向
上
を
目
指
す
基

礎
自
治
体
連
合
（
幸
せ
リ
ー
グ
）」
を
結
成
し
ま
し
た
。

究
し
な
が
ら
、
未
来
の
世
代
の
た

め
に
、
今
、
我
々
が
さ
ら
に
仲
間

を
広
げ
、
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
山
陰
縦
貫
の
国
土
軸
、
環
日

本
海
軸
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
山

陰
に
と
っ
て
も
日
本
に
と
っ
て
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

会
長
に
は
竹
内
功
鳥
取
市
長

（
鳥
取
県
）、
副
会
長
に
は
松
浦
正ま

さ

敬た
か

松
江
市
長
（
島
根
県
）
と
松
崎

晃
治
小
浜
市
長
（
福
井
県
）、
幹

事
兼
事
務
局
長
に
は
中
山
市
長
が

就
任
し
ま
し
た
。

　
顧
問
に
は
高
速
鉄
道
の
研
究
の

第
１
人
者
の
中
川
大だ

い

京
都
大
学
大

学
院
教
授
が
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に

は
同
大
学
教
授
兼
内
閣
官
房
参
与

の
藤
井
聡
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
同
会
議
で
は
、
昭
和
の
時
代
か

ら
構
想
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
山

陰
新
幹
線
に
加
え
、
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
の
整
備
も
視
野
に
入
れ

た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
竹
内
会
長
か
ら
は
「
ま
ず
は
声

を
あ
げ
る
こ
と
。
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
重
要
だ
」
と
す

る
力
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
50
年
、
１
０
０
年
後
の
将
来
の

地
域
づ
く
り
を
見
据
え
、
今
後
さ

ら
な
る
市
町
村
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、「
山
陰
縦

貫・超
高
速
鉄
道
」の
実
現
へ
向
け
、

府
県
域
を
越
え
た
横
断
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

発
起
人
を
代
表
し
、
あ
い
さ
つ
す
る
中
山

市
長
（
前
列
右
）

共同アピール宣言　

　住民の幸福実感向上を目指す基礎自
治体連合、通称「幸せリーグ」を結成し、
住民の幸福の追求という共通の使命の
もと、志を同じくする基礎自治体が相
互に学び合い、高め合うことを通じて、
真に住民本位の自治体運営を実現し、
誰もが幸福を実感できるあたたかい地
域社会を築いていくことを宣言する。

総
会
で
、
西
川
荒
川
区
長
（
中
央
）、
市

原
つ
く
ば
市
長
（
右
）
と
と
も
に
「
共
同

ア
ピ
ー
ル
」
を
読
み
上
げ
る
中
山
市
長

社
会
教
育
課

☎
６
９
‐
０
６
３
０
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福祉
市内の障害者事業所が連絡協を発足

常設店で手づくり製品販売
　「市障害者事業所
製品販売連絡協議
会」の設立総会が
６月３日、京丹後
市役所で開催され
ました。
　市内の大型店に
おける常設販売所
の開設を進めるた
めのもので、市内
の障害者施設を運
営する４法人（よさのうみ福祉会、丹後大宮福祉会、あみの福
祉会、久美の浜福祉会）で連絡協議会を設立。各障害者施設
などで作られた製品の販売促進と、製品の良さを広く市民のみ
なさんに知っていいただく場とするとともに、さまざまな形態
により市民との協働を図りながら販売を通じて障害のある人々
の就労意欲の向上につなげようするものです。
　市では、障害のある人もない人も同じ地域の一員として共に
生きる「共生社会」の実現に資する事業として大きな期待をし
ています。
　総会では、会則の制定のほか組織体制、販売所開設に向けた
スケジュールなどについて協議されました。
　現在、店舗名称およびキャラクターを募集しています。

総
務
課

☎
６
９
‐
０
１
４
０

　
航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
へ
の
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
計
画
に
関
し
て
、
依
然
と
し
て
残
る
疑

問
な
ど
に
つ
い
て
、市
は
５
月
16
日
、10
項
目
の
再
質
問
書
を
防
衛
省
へ
提
出
し
ま
し
た
。
市
は
５
月
28
日
、

同
省
か
ら
再
質
問
書
に
対
す
る
回
答
を
受
け
取
り
、
こ
の
回
答
に
つ
い
て
同
省
は
５
月
28
～
31
日
の
４
日
間

に
わ
た
り
説
明
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
で
も
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
衛
省
か
ら
申
し
入
れ
を
受
け
て

い
る
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
へ
の
Ｘ
バ
ン

ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
計
画
に
関
し
て

４
月
９
日
、
防
衛
省
へ
提
出
し
た
質

問
書
に
対
す
る
回
答
書
を
４
月
24
日

に
受
け
取
り
ま
し
た
。
同
省
は
回
答

内
容
を
説
明
す
る
た
め
、
４
月
と
５

月
に
市
内
６
会
場
で
住
民
説
明
会

を
開
催
。
し
か
し
、
市
は
そ
の
中
で

依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
疑
問
を
集

約
し
、
５
月
16
日
、
再
度
電
波
自
体

の
健
康
へ
の
影
響
な
ど
４
項
目
10
問

に
つ
い
て
の
質
問
書
を
同
局
へ
提
出

し
、
同
局
か
ら
５
月
28
日
に
再
回
答

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
こ
の
再
回
答
書
の
内
容
や
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
こ
の
度
、
改

め
て
防
衛
省
が
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
地
元
を
対
象
と
し
て
５
月
28

日
に
丹
後
町
袖
志
区
、
29
日
に
同
町

尾
和
区
、
ま
た
全
市
域
を
対
象
と
し

て
30
日
に
宇
川
小
学
校
、
31
日
に
久

美
浜
庁
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
６
月
７
日
に
は
防
衛
省
の
山
内
地

方
協
力
局
長
ら
が
市
議
会
議
員
全
員

協
議
会
で
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
再
質
問
書
、
再
回
答
書
等
の
内
容

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
）。

防衛省による住民説明会（5月30日、宇川小で）

防災

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
関
す
る
再
質
問
に
つ
い
て
防
衛
省
が
再
び
回
答

防
衛
省
、
再
回
答
を
踏
ま
え
説
明
会
開
催

市
民
：
騒
音
に
つ
い
て
、
市
は
再
質

問
書
で
住
民
の
不
安
を
明
確
に
書
い

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
答

え
は
米
国
か
ら
検
証
す
る
と
聞
い
て

い
る
、
考
え
ら
れ
る
、
と
防
衛
省
の

対
応
が
見
え
て
こ
な
い
。
も
し
可
能

な
ら
、
車
力
分
屯
基
地
の
音
源
で
発

生
し
た
音
を
録
音
し
て
、
袖
志
の
予

想
さ
れ
て
い
る
音
源
の
場
所
で
昼
夜

に
流
し
、
ど
れ
位
の
感
覚
で
地
元
の

方
が
反
応
さ
れ
る
か
試
し
て
み
る
の

も
一
つ
か
と
思
い
ま
す
。 

防
衛
：
車
力
の
場
合
は
防
音
壁
を
設

け
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
音
源
か
ら
約

30
㍍
離
れ
た
所
の
境
界
付
近
で
は

65
～
70
ｄ
ｂ
で
、
普
通
の
人
の
声
の

大
き
さ
で
す
。
電
源
（
発
電
機
）
は

車
力
と
全
く
同
じ
も
の
を
使
う
と
聞

い
て
い
ま
す
。
地
形
な
ど
色
々
条
件

が
あ
り
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

２
０
０
㍍
離
れ
る
と
30
ｄ
ｂ
下
が
る

と
い
う
の
は
、
一
般
の
机
上
公
式
に

よ
り
ま
す
。
ま
た
、
基
本
的
に
は
昼

夜
で
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
を
流
し

て
み
る
の
は
一
つ
の
施
策
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

市
民
：
レ
ー
ダ
ー
は
波
長
が
大
変
短

く
、
早
く
に
電
波
が
弱
ま
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
相
当
強
力
な
電
波
を
発

信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
位
の
強
さ
の
電
波
が
出

さ
れ
て
、
何
千
㌔
位
有
効
な
の
か
。

防
衛
：
千
㌔
単
位
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
出
力
に
つ
い
て
は
防
衛
秘
な
の

で
具
体
的
な
数
字
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
周
波
数
と
強
さ
、
も
う
一
つ
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
分
析
能
力
が
要
素

と
な
り
ま
す
。
例
え
る
な
ら
、
照
射

面
か
ら
１
５
０
㍍
離
れ
た
所
が
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
か
ら
10
㌢
離
れ
た
所
の
強

さ
と
一
緒
で
す
。

市
民
：
米
軍
施
設
用
地
は
防
衛
省
が

買
い
上
げ
て
米
軍
に
提
供
す
る
の
で

は
な
く
、
直
接
米
軍
に
売
る
と
聞
き

ま
し
た
が
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

あ
わ
せ
て
、
自
衛
隊
用
地
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
の
方
は
防
衛
省
と
の
契

約
に
な
り
ま
す
か
。

防
衛
：
取
得
す
る
米
軍
施
設
用
地
は

防
衛
省
が
地
権
者
さ
ん
と
直
接
契
約

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
米
軍
に
提
供
し

ま
す
。
自
衛
隊
も
一
緒
で
す
。
自
衛

隊
用
地
の
地
権
者
さ
ん
と
防
衛
省
が

契
約
し
て
自
衛
隊
に
提
供
し
ま
す
。

販売商品などについて打ち合わせを行う、販売
実務者部会のメンバー（峰山共同作業所で）

障害者福祉課（☎６９‐０32０）

ま
た
、
民
間
の
技
術
者
が
基
地
の
外

に
住
ま
れ
る
時
は
、
民
間
技
術
者
の

会
社
が
地
権
者
さ
ん
や
建
設
業
者
さ

ん
と
契
約
し
ま
す
。
国
は
全
く
関
与

し
ま
せ
ん
。

市
民
：
車
力
で
は
ア
メ
リ
カ
国
籍
、

日
本
国
籍
の
方
が
ど
の
位
お
ら
れ
、

地
元
の
雇
用
は
臨
時
雇
用
な
ど
ど
ん

な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

防
衛
：
軍
属
な
の
で
全
員
米
国
籍
で

す
。
例
え
ば
日
本
人
が
従
業
員
で
働

か
せ
て
く
れ
と
言
っ
て
も
軍
属
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。
日
本
人
従
業
員
も
施

設
の
管
理
な
ど
で
は
何
人
か
採
用
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
通
訳
の
方

も
日
本
人
従
業
員
と
し
て
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
民
：
地
域
の
大
き
な
不
安
材
料
は

米
軍
の
人
た
ち
が
ど
こ
に
住
む
の
か

と
い
う
事
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
教
育
す

る
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
の
で
は
心
配

で
す
。
車
力
で
は
４
㌔
範
囲
に
ほ
と

ん
ど
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
宇
川
地
区
の
平
均
の
耕
作
面
積
は

３
反
で
、
車
力
の
１
０
０
分
の
１
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
を
買
っ

て
基
地
を
作
る
と
い
う
事
で
す
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
十
分
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

防
衛
：
最
大
１
６
０
人
で
す
が
、
ま

だ
米
軍
か
ら
何
人
か
は
聞
い
て
い
ま

せ
ん
。
民
間
技
術
者
の
居
住
場
所
は

今
後
実
施
さ
れ
る
現
地
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
軍
人

に
つ
い
て
は
基
地
内
に
住
居
が
出
来

な
い
間
は
、
賃
貸
借
の
ア
パ
ー
ト
か

ホ
テ
ル
、
民
間
の
技
術
者
は
外
に
住

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
：
ア
メ
リ
カ
が
ど
ん
な
に
良
心

的
で
も
日
本
の
法
律
を
守
る
義
務
が

な
い
の
が
日
米
地
位
協
定
で
す
。
何

か
あ
っ
た
時
の
最
終
的
な
拠
り
所

を
ど
こ
に
持
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
所
を
ど
う

や
っ
て
保
証
し
て
い
く
の
で
す
か
。

防
衛
：
日
米
地
位
協
定
は
、
一
般
国

際
法
上
で
は
駐
留
を
認
め
ら
れ
た
外

国
軍
隊
に
は
特
別
の
取
り
決
め
が
な

い
限
り
受
け
入
れ
国
の
法
令
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
16
条
の
中
に
合
衆

国
に
よ
る
我
が
国
の
法
令
の
尊
重
義

務
は
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
３
条
３

項
に
合
衆
国
が
公
共
の
安
全
に
妥
当

な
考
慮
を
払
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
規
定
も
あ
り
、
何
で

も
や
っ
て
よ
い
と
い
う
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、

し
っ
か
り
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

市
民
：
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
早
く
進

め
た
い
と
い
う
感
じ
で
話
が
進
ん
で

い
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
数
の

意
見
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
区
の
総
会
す

ら
持
た
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
区
の
総
会
の
場
合
、

１
軒
に
１
人
が
参
加
し
ま
す
が
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
１
軒
に
１
人
で

は
な
く
、
区
民
総
会
と
い
う
形
で
も

意
見
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
市
全
体
の
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。

市
長
：
自
治
体
と
す
れ
ば
安
心
安

全
の
確
保
が
大
前
提
で
す
の
で
、
車

力
に
視
察
へ
行
か
せ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
市
の
現
状
に
則
し
た
検
証
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。
こ
の
問
題
は
日
本

の
安
心
安
全
に
対
し
て
我
々
の
地
域

が
ど
う
貢
献
出
来
る
の
か
問
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
受
け
止
め
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
急
ぐ
訳
で
は
な
い

で
す
が
、
い
た
ず
ら
に
時
間
を
延
ば

す
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
速
や
か
に
手
続
き
を
重
ね
な

が
ら
、
い
ず
れ
早
晩
地
元
と
し
て
の

考
え
方
を
ま
と
め
て
明
確
に
し
て
い

く
時
期
も
近
付
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

市
民
：
市
民
の
安
心
安
全
が
第
一
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
Ｘ
バ
ン
ド・レ
ー

ダ
ー
を
作
ら
な
い
の
が
一
番
良
い
の

で
は
な
い
で
す
か
。
補
助
金
は
関
係

な
い
の
で
す
か
。

市
長
：
日
本
の
安
心
安
全
の
た
め
に

本
地
域
が
最
適
の
候
補
地
だ
と
い
う

防
衛
上
の
一
定
の
評
価
を
背
景
に
申

し
出
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
っ
か
り
と
安
心
安
全
が
確
保
さ

れ
れ
ば
、
そ
れ
も
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
の
は
国
民
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま

す
。
国
益
の
部
分
も
受
け
止
め
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
が
、
地
域
が
犠
牲
に

な
っ
て
は
な
ら
な
い
訳
で
、
そ
こ
の

前
提
が
図
れ
る
の
か
を
今
一
生
懸
命

検
証
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金

の
話
で
す
が
、
お
金
は
こ
の
問
題
の

本
質
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

損
な
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
い
か
に

補
う
か
、
あ
く
ま
で
側
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
も
の
と
し
て
の
意
味

を
持
た
せ
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

市
民
：
初
め
て
久
美
浜
で
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
説
明
会
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

方
や
来
ら
れ
な
い
方
も
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と

丁
寧
な
説
明
が
必
要
で
色
ん
な
疑
問

に
答
え
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
り
の
お

考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
長
：
２
月
末
に
お
話
を
お
受
け
し

て
か
ら
３
カ
月
が
経
過
し
、
そ
の
間

我
々
も
真
剣
に
対
応
し
て
、
防
衛
の

方
も
真
摯
に
ご
対
応
い
た
だ
い
て
、

視
察
も
行
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
質

問
も
何
回
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
説

明
会
も
地
元
中
心
で
要
所
要
所
で

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
現
在
を
迎
え
て

い
ま
す
。
３
カ
月
そ
う
い
う
課
程
を

経
て
ま
す
の
で
、
論
点
も
当
初
よ
り

は
詰
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

し
、
知
事
と
も
引
き
続
き
意
思
疎
通

を
図
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
早
晩
、
地

元
と
し
て
の
考
え
を
ま
と
め
て
い
く

時
期
を
迎
え
る
わ
け
で
す
。
こ
の
問

題
は
地
域
を
は
じ
め
国
に
と
っ
て
も

非
常
に
重
要
な
問
題
で
す
の
で
、
慎

重
か
つ
円
滑
に
と
い
う
事
が
両
方
必

要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
、
た
だ
単

に
い
た
ず
ら
に
時
間
を
経
過
さ
せ
る

と
い
う
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
誠
心
誠
意
手
続
き
を
重

ね
て
、
地
域
で
議
論
も
熟
し
て
論
点

も
整
理
さ
れ
、
後
は
判
断
だ
と
い
う

時
期
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
速
や
か
に

地
元
と
し
て
の
考
え
を
明
ら
か
に
す

る
と
い
う
の
が
誠
実
な
対
応
だ
と
思

い
ま
す
。

防衛省による住民説明会（5月31日、久美浜庁舎で）

　
５
月
30
、
31
日
に
開
催
し
た
住

民
説
明
会
で
の
質
問
に
対
す
る
防

衛
省
お
よ
び
市
長
の
回
答
を
、
抜

す
い
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
衛
省
へ
の
質
問

市
へ
の
質
問
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商工業
企業立地と産業集積の活性化に向け

新「基本計画」に国が同意
　本市の企業立地と産業集積の活性化を目指し、京都府および本市が「京丹
後地域産業活性化協議会」（沖田康彦会長）での協議を経て共同で策定した企
業立地促進法に基づく新「基本計画」が、今年4月1日付けで国の同意を受
けました。

前計画に基づき整備した「丹後・知恵
のものづくりパーク」

　この新「基本計画」は、平成 19
年に策定した計画が今年 3 月末を
もって満了することを受け、引き続
き市内全域において企業立地と産業
集積の活性化を図るため、「京丹後
地域産業活性化協議会」での協議を
経て府と本市が共同で策定。今年 3
月に山田府知事と中山市長の連名で
国に提出し、その同意を受けたもの
です。

　今回の計画では、前計画で集積対
象業種としていた繊維工業や機械金
属加工業に加え、食料品製造業や木
製品製造業など地域資源の活用など
が考えられる業種を追加。また企業
立地・産業集積の活性化のための施
策として、「京丹後市新経済戦略検
討会議」での検討結果に基づく商工
業の総合的な振興のための新たな条
例の制定や企業立地施策・制度の拡

充、高規格道路の整備促進などを盛
り込んでいます。
　この同意により、集積対象業種に
属し「企業立地計画」などの知事承
認を得て立地などを図っていく企業
に対しては、政令などで定められた
基準を満たす場合に、税の減免措置
や有利な条件での融資・信用保証制
度が活用できることとなります。

ガイド
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０

　
今
年
８
月
の
「
中
東
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
京
丹
後
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
の

開
催
に
当
た
り
、
事
業
の
目
的
や
中
東
問
題
に
つ
い
て
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
、
先
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
第
２
弾
と
な
る
今
回
は
、

N
P
O
法
人
大
本
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
平
和
研
究
所
主
任
研
究
員
の
矢
野
裕
巳
さ

ん
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

「
中
東
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　

ｉ
ｎ
京
丹
後
」
開
催
に
向
け
て

　

私
は
、
長
ら
く
海
外
と
の
交
流
や
外
国

人
と
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
欧
米

が
中
心
で
す
が
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
中
東
の

人
々
と
も
付
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
12
月
、
初
め
て
イ
ス
ラ
エ
ル

を
訪
問
し
て
以
来
、
２
０
０
０
年
２
月
の

「
綾
部
・
エ
ル
サ
レ
ム
友
好
都
市
宣
言
」
調

印
や
、
２
０
０
３
年
に
始
ま
る
中
東
和
平

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
体
験
か
ら
「
中
東
国

際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
意
義
に
つ
い
て
、

私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
東
和
平
会
議
だ
け
で
は
な
い
で
す
が
、

互
い
に
問
題
を
抱
え
る
地
域
や
国
々
の
紛
争

解
決
の
集
ま
り
で
は
、
常
に
、
い
か
に
自
分

が
正
し
く
、
相
手
が
間
違
っ
て
い
る
か
の
応

酬
で
す
。
政
治
が
関
与
し
、
会
議
に
参
加

す
る
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
国
家
の

利
益
を
代
弁
す
る
の
で
す
か
ら
、
き
れ
い
ご

と
で
は
済
ま
な
い
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
。

　

２
０
０
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
中
東
和
平

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
家
族
、
親
戚
に

紛
争
犠
牲
者
を
持
つ
10
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・

パ
レ
ス
チ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
（
原
則
14
歳
～

18
歳
）
を
日
本
に
招
い
て
、
互
い
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
語
り
合
う
こ
と
で
す
。
同
時
に
、

日
本
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
日
本
の

文
化
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
き
な
柱

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
相
手
の
話
を
聞
い
て
、
相
手
の

気
持
ち
を
理
解
し
よ
う
。
日
本
文
化
を
実

地
に
体
験
し
よ
う
。
こ
れ
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
大
き
な
目
的
と
言
え
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
子
ど
も
た

ち
は
、
彼
ら
の
育
っ
た
文
化
と
は
違
う
日

本
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

た
ち
と
は
違
っ
た
価
値
観
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、彼
ら
の
将
来
に
、

そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
将
来

の
共
存
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

自
己
の
意
見
を
強
く
主
張
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
相
手
の
良
さ
を
認
め
る
。
話
し

合
い
を
通
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ

ナ
の
若
者
が
、
日
本
で
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
、
和
太
鼓
に
挑
戦
し
た
り
、
踊
り
を
し

た
り
し
て
、
何
か
を
共
に
行
う
と
い
っ
た
体

験
を
、
日
本
の
同
年
代
の
子
ど
も
と
も
共

有
で
き
れ
ば
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
ま
た
、
日

本
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
素
晴
ら
し

い
資
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
０
３
年
に
綾
部
に
来
た
子
ど
も
た
ち

と
、
２
年
後
、
東
エ
ル
サ
レ
ム
で
再
会
し
ま

し
た
。
一
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
女
の
子
が

言
い
ま
し
た
。「
日
本
に
い
る
と
き
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
人
と
も
共
存
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
パ
レ
ス
チ
ナ
に
戻
っ
て
み
る
と
、

そ
れ
は
、
不
可
能
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
た

ち
の
現
実
の
生
活
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領

の
中
に
あ
る
か
ら
。
私
は
将
来
、
パ
レ
ス
チ

ナ
国
家
樹
立
の
た
め
に
努
力
し
、
将
来
の
パ

レ
ス
チ
ナ
国
家
の
指
導
者
に
な
り
た
い
。
そ

し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
は
、
断
固
と
し

た
強
い
態
度
で
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
し
か
し
、
彼
女
は
続
け
ま
し
た
。「
イ
ス

ラ
エ
ル
に
対
す
る
政
治
的
な
決
定
を
行
う
と

き
、
自
分
が
子
ど
も
の
頃
、
同
年
代
の
イ
ス

ラ
エ
ル
人
と
、
日
本
の
家
庭
で
過
ご
し
た
こ

と
を
思
い
出
す
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
す
」。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
中
東
に

真
の
和
平
が
即
座
に
訪
れ
る
と
は
到
底
思

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
た
っ
た
１
週
間
足
ら

ず
の
日
本
滞
在
で
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ

ス
チ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
に
、
将
来
の
平
和

共
存
へ
の
強
烈
な
何
か
を
残
し
て
い
る
こ
と

は
、
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

「
違
い
を
認
め
る
大
切
さ
！
」

NPO法人
大本イスラエル・パレスチナ
平和研究所主任研究員

浴衣を着て交流を図るイスラエル、パレスチナ両国の子どもたち（平
成22年　「中東和平プロジェクト in綾部」）

矢や

野の

　
裕ひ
ろ

巳み

　
５
月
29
日
か
ら
３
日
間
、
東
京
国
際
展
示
場
に
お
い
て
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
新

し
い
街
づ
く
り
の
総
合
展
示
会
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
３
」
が
開

催
。
中
山
市
長
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
指
名
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
３
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
新
産
業
の
創
出
な
ど
を

テ
ー
マ
に
提
案
を
行
い
、
未
来
の

ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
開
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出

に
携
わ
る
国
内
外
の
関
係
企
業
や

大
学
、
研
究
機
関
な
ど
が
一
堂
に

会
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
と

し
て
５
月
29
日
に
開
催
さ
れ

た
、「
第
２
回
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
お
け
る
地

域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、
林
芳
正
農
林
水
産
大
臣

が
「
日
本
の
地
域
か
ら
生
ま

れ
る
新
し
い
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
と
題
し
て
基
調
講
演

を
行
い
、
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
林
野
庁
林

政
部
長
の
末
松
広
行
さ
ん
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、

３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
保

全
な
ど
に
関
し
た
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
づ

く
り
の
柱
と
し
て
先
進
的
に
取
り

組
む
本
市
の
中
山
市
長
が
指
名

さ
れ
、「
環
の
ち
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
、
本
市
が
行
う

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
た
資
源
循
環
の
取
り
組
み
や

再生可能エネルギー活用における地域活性化フォーラムのようす

まちづくり

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
お
け
る
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
環
の
ち
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
発
表

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
全

面
展
開
に
向
け
た
取
り
組
み
を
発

表
。
市
内
外
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
の
原
料
と
な
る
食
品
残
さ
を
受

け
入
れ
、
発
電
の
際
に
発
生
す
る

メ
タ
ン
発
酵
液
肥
を
農
業
利
用
し

て
、
水
稲
や
野
菜
な
ど
を
生
産
す

る
と
い
う
大
き
な
資
源
循
環
の
仕

組
み
を
説
明
し
、
こ
れ
を
「
環
の

ち
か
ら
」
農
産
物
と
し
て
市
場
開

拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、「
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、織
物
や
機
械
金
属
、

観
光
な
ど
の
産
業
に
生
か
し
な
が

ら
付
加
価
値
と
し
て
組
み
合
わ
せ

る
京
丹
後
型「
新
グ
リ
ー
ン
経
済
」

の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
発
表
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
同
会
は
３
日
間
で
４
万
３
千
人

が
来
場
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
中
心
と
し
た
新
産
業
の
創
出
や

環
境
に
や
さ
し
い
低
炭
素
社
会
の

実
現
な
ど
、
未
来
へ
向
け
た
社
会

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
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木村さんに
「サンキュー・ベリー・ベリー・マッチ」

木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
ご
逝
去
　

　  
　    

１
１
６
年
の
長
寿
を
全
う

　
本
市
初
の
市
民
栄
誉
賞
受
賞
者
で
、
長

寿
世
界
一
・
男
性
史
上
最
長
寿
の
木
村
次

郎
右
衞
門
さ
ん
（
丹
後
町
中
野
・
116
）
が

６
月
12
日
午
前
２
時
８
分
、
老
衰
の
た
め

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
、
明
治
30
年
４
月
19
日
生

ま
れ
で
、
平
成
23
年
に
「
男
性
長
寿
世
界

一
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ズ

社
か
ら
認
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
市
民

の
尊
い
模
範
で
あ
り
郷
土
の
大
い
な
る
誇

り
」
と
し
て
市
初
の
「
京
丹
後
市
市
民
栄

誉
賞
」
を
受
賞
。
昨
年
12
月
に
は
、
男
女

を
通
じ
て
の
「
長
寿
世
界
一
」、「
男
性
史

上
最
長
寿
」
と
し
て
も
ギ
ネ
ス
社
か
ら
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

　
来
訪
者
を
「
サ
ン
キ
ュ
ー
・
ベ
リ
ー
・

マ
ッ
チ
」「
ユ
ー
ア
ー
・
ベ
リ
ー
・
カ
イ

ン
ド
マ
ン
」
な
ど
と
得
意
の
英
語
を
披
露

し
な
が
ら
笑
顔
で
迎
え
る
木
村
さ
ん
の
人

柄
も
あ
り
、
今
年
、
１
１
６
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
世
界
中
か
ら

た
く
さ
ん
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
の
葬
儀
・
告

別
式
は
、
６
月
14
日
、
丹

後
町
の
葬
祭
場
で
し
め
や

か
に
営
ま
れ
、
遺
族
や
地

域
の
人
た
ち
約
１
３
０
人

が
参
列
。
木
村
さ
ん
の
温

情
あ
ふ
れ
る
人
柄
を
し
の

び
ま
し
た
。

　

葬
儀
で
は
、
曹
洞
宗
の

福
山
管
長
の
ほ
か
、
中
山

　　

私
は
役
得
そ
の
も
の
で
す
が
、
新
市

誕
生
後
の
平
成
17
年
か
ら
毎
年
、
敬
老

の
お
祝
い
に
木
村
さ
ん
を
ご
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
木
村
さ

ん
は
い
つ
も
両
手
を
合
掌
さ
れ
な
が
ら
、

し
ば
し
ば
「
サ
ン
キ
ュ
ー
・
ベ
リ
ー
・

マ
ッ
チ
」
と
得
意
の
英
語
で
お
出
迎
え

を
う
け
、
ご
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋
ね
し

ま
す
と
、「
食
細
く
し
て
命
永
け
れ
」
と

い
う
お
言
葉
と
と
も
に
、「
日
々
こ
れ
好

日
」
ま
た
「
苦
に
す
る
な
、
嵐
の
後
に

日
和
あ
り
」
と
い
う
、木
村
さ
ん
が
日
々

の
生
活
の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
お

言
葉
、
人
生
訓
を
励
ま
す
よ
う
に
お
話

し
い
た
だ
き
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
受
け

答
え
で
常
に
周
り
を
和
や
か
に
、
そ
し

て
、
ご
家
族
や
周
り
の
皆
さ
ま
へ
の
感

謝
を
は
じ
め
何
事
も
感
謝
す
る
気
持
ち

を
い
つ
も
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
ん

な
お
諭
し
も
自
然
に
交
え
な
が
ら
、
終

始
、
す
ば
ら
し
い
素
敵
な
笑
顔
で
お
も

て
な
し
を
い
た
だ
き
、
い
つ
も
感
激
と

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
中
で
も
、
あ
る
と
き
、「
ご
長
寿
の
秘

訣
は
」
と
の
問
い
か
け
に
「
忘
れ
る
こ

と
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

長
寿
の
秘
訣
と
の
組
み
合
わ
せ
に
、
瞬

間
、
意
外
な
感
じ
で
、
特
に
印
象
深
く

残
っ
て
お
り
ま
す
。
木
村
さ
ん
が
よ
く

お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
「
苦
に
す
る
な
、
嵐

の
後
に
日
和
あ
り
」
と
い
う
お
言
葉
で

す
が
、
実
は
、
そ
の
続
き
が
あ
っ
て
、

い
く
つ
か
の
機
会
で
サ
ラ
サ
ラ
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
苦
に
す

る
な
、
嵐
の
後
に
日
和
あ
り
」
に
続
き
、

「
明
日
あ
り
と
思
う
心
の
あ
だ
桜
、
夜
半

に
嵐
の
吹
か
ぬ
も
の
か
は
」
と
い
う
一

日
一
日
を
大
切
に
過
ご
す
べ
し
と
い
う

趣
旨
の
お
言
葉
で
す
。
そ
し
て
「
す
べ

て
を
天
に
任
せ
る
こ
と
」
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
誰

で
も
そ
う
で
す
が
、
木
村
さ
ん
、
ご
生

涯
の
中
で
い
ろ
ん
な
大
小
の
嵐
も
お
あ

り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
嵐
が
あ
っ

て
も
思
う
が
ま
ま
に
な
ら
ぬ
ご
苦
難
が

あ
っ
て
も
、
む
し
ろ
そ
れ
が
お
の
が
身

の
た
め
と
全
て
を
天
に
お
任
せ
す
る
よ

う
な
こ
だ
わ
ら
な
い
お
気
持
ち
、
こ
だ

わ
ら
ず
に
忘
れ
る
よ
う
な
お
気
持
ち
を

大
切
に
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
ん
だ
な
、
そ

し
て
嵐
が
あ
っ
て
も
そ
の
後
に
日
和
が

訪
れ
る
の
を
確
信
さ
れ
、
そ
れ
を
楽
し

む
よ
う
に
、
一
日
一
日
を
大
事
に
、
一

日
一
日
感
謝
を
重
ね
て
人
生
を
全
う
さ

れ
た
ん
で
す
ね
、
そ
ん
な
木
村
さ
ん
の

ご
生
涯
自
体
、
そ
の
ま
ま
、
私
た
ち
、

後
代
、
世
界
の
全
て
の
人
に
と
っ
て
の

尊
い
人
生
訓
で
あ
り
ま
す
し
、
喜
び
や

幸
せ
を
豊
か
に
育
み
長
寿
が
導
か
れ
る

ひ
な
形
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
界
一
の
ご
長
寿
で
あ
る
と
同
時
に
、

世
界
中
の
誰
の
人
生

の
上
に
も
模
範
に
な

る
世
界
一
の
ご
福
寿

を
全
う
さ
れ
た
ん
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
総
理
も

１
１
６
歳
の
お
誕
生

日
に
「
木
村
さ
ん
の

か
く
し
ゃ
く
と
し
た

姿
に
、
私
だ
け
で
な

く
、
日
本
全
体
が
元

気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
い
や
、
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
な
ん
で
す
か
ら
、
世
界
全
体

で
す
ね
」
と
日
本
国
民
を
代
表
す
る
お

立
場
か
ら
心
か
ら
の
祝
福
を
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
が
、
か
よ
う
に
も
、
木
村
さ
ん

の
お
言
葉
、
お
人
柄
、
そ
し
て
世
界
最

長
寿
の
ご
生
涯
を
通
じ
て
、
長
寿
の
喜

び
や
素
晴
ら
し
さ
、
深
い
味
わ
い
を
御

身
を
も
っ
て
広
く
全
国
、
世
界
の
人
々

に
元
気
に
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
功
績
は
、
静
か
で
す
が
、
清

ら
か
で
、
あ
ざ
や
か
な
大
き
な
輝
き
を

放
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
永
く
、

本
市
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
、
そ
し
て

世
界
の
人
々
の
中
で
輝
く
宝
で
あ
り
続

け
ま
す
。
木
村
さ
ん
の
ご
生
涯
を
通
じ

た
こ
の
よ
う
な
尊
い
ご
功
績
を
し
っ
か

り
と
私
た
ち
は
受
け
継
ぎ
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
永
く
敬
愛
を
捧
げ
な
が

ら
、
一
日
一
日
を
大
切
に
、
喜
び
や
幸

せ
を
豊
か
に
育
む
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ

く
り
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

木
村
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
毎
日

を
と
も
に
全
面
的
に
お
支
え
を
な
さ
れ

た
ご
家
族
、
ご
親
族
、
お
地
元
、
ご
友

人
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
木
村
さ
ん
に
、
全

て
の
市
民
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
深
い

感
謝
と
尊
敬
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。
木
村

さ
ん
、「
サ
ン
キ
ュ
ー・ベ
リ
ー・ベ
リ
ー・

マ
ッ
チ
」。
本
当
に
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
素
敵
な
笑
顔
を
永
遠
に
、

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
６
月
14
日　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
京
丹
後
市
長　
中　
山　
　
泰

弔辞を述べる中山市長（右）

昨年10月、ギネスの男性長寿世界一の再認定を受けた際の木村さん。得意の英語「サンキュー・ベリー・マッチ」で
英国から来たギネスワールドレコーズのグレンディ編集長らを出迎えた

　

市
で
は
、
木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん

へ
の
お
悔
み
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
７
月
11

日
ま
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
郵
送
、
ま
た
は
市
民
局
へ

の
持
ち
込
み
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

頂
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ご
親
族
へ

お
届
け
し
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
長
寿
福
祉
課
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
６
９
‐
０
３
３
０
）

市
民
栄
誉
賞
受
賞
者
、
長
寿
世
界
一
・
男
性
史
上
最
長
寿

市
長
弔
辞
（
抜
粋
）

市
長
も
弔
辞
を
述
べ
（
９
㌻
）、
安
倍
首

相
か
ら
の
弔
電
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
て
、
木
村
さ
ん
の
二
男

の
浩ひ

ろ
し
さ
ん
（
千
葉
県
在
住
・
81
）
が
「
父

は
生
前
、
地
元
の
人
た
ち
に
感
謝
し
な
い

と
い
け
な
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
長
寿
を
全
う
で
き
ま
し
た
」

と
最
後
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
外
で
は
６
町
の
市
民
局
な

ど
７
カ
所
に
記
名
帳
を
設
置
。
計
３
５
０

人
の
方
が
記
名
す
る
と
と
も
に
、
木
村
さ

ん
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

会場には、木村さんの１１６歳の誕生日に世
界中から寄せられたメッセージやギネス社の
認定書も設置され、参列者はその人柄や功
績をしのんだ
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北部医療
センター

それぞの特徴を
生かした役割分担を
行い、患者さんの病状
に応じた医療を提供

病院

診療所

102013.07

　　

平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
京

都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部
医
療

セ
ン
タ
ー
病
院
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
中
川
正
法
で
ご
ざ
い
ま
す
。

府
立
与
謝
の
海
病
院
が
京
都
府
立

医
科
大
学
附
属
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
つ
に
当
た
り
、
同
セ
ン

タ
ー
の
責
任
者
と
し
て
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　

府
立
与
謝
の
海
病
院
の
府
立
医

大
附
属
病
院
化
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の「
診
療
」
に
加
え
て
、「
教
育
」

と「
研
究
」
と
い
う
役
割
を
よ
り
一

層
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
は
、「
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー
」
の
大
き
な
使
命
と
し
て
、

次
の
２
点
を
掲
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

１
つ
目
に
、全
人
的
視
点
に
立
っ

た
医
療（
総
合
医
療
）
と
高
度
医
療

の
充
実
に
よ
る
高
齢
化
社
会
に
対

応
で
き
る
診
療
機
能
強
化
を
図
り
、

府
北
部
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
で
す
。
高
齢
化

社
会
で
は
、
が
ん
、
心
疾
患
、
糖

尿
病
、
認
知
症
、
脳
卒
中
な
ど
が

増
加
し
ま
す
。北
部
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
最
新
の
医
療
を
地
域
の
皆
様

に
提
供
で
き
る
体
制
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ
ま
す
。
総
合
的

な
診
療
力
を
備
え
た
医
師
を
育
成

し
、
専
門
性
と
総
合
性
の
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
病
院
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

２
つ
目
に
、
京
都
府
北
部
地
域

を
教
育
・
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
位
置
付
け
、
診
療
力
に
加
え

て
、
研
究
・
教
育
を
含
め
た
総
合

的
な
医
療
力
を
備
え
た
人
材
育
成

と
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
研
究

を
推
進
し
、
全
国
か
ら
地
域
医
療

を
志
す
優
秀
な
若
手
医
師
が
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
目
指
し
て
集
ま
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
大
学
附
属
病
院
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
す
。「
地
域

医
療
確
保
の
京
都
モ
デ
ル
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
皆
様
に
新
し

い
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
、
府
民
公
開
講

座
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
京
都
府
で
は
、
府
北
部
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
充
実
・

強
化
を
図
る
た
め
、
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部
医
療

セ
ン
タ
ー（
通
称
：
与
謝
の
海
病
院
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

新
た
に
特
殊
外
来
を
開
設
し
た
り
、
専
門
医
の
派
遣
受
け

入
れ
を
拡
充
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
府
北
部
地
域
の
皆
さ

ん
の
診
療
機
会
の
増
加
や
診
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
と
久
美
浜
病
院
が

教
育
支
援
等
に
関
す
る
協
定
締
結

受付時間 診察

 初診・再診
（予約のない方）

午前 8時 30分から
午前 11時まで

 午前 9時から
 再診

（予約のある方）
午前 8時 00分から
受付開始

病院長

中
なか

川
がわ

  正
まさ

法
のり

　

京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部

医
療
セ
ン
タ
ー
と
京
丹
後
市
立
久

美
浜
病
院
が
６
月
12
日
、
相
互
に

連
携
し
て
府
北
部
地
域
の
医
療
提

供
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、「
教
育
支
援
等
に
関
す

る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
書
に
は
、「
府
立
医
科
大
学

が
有
す
る
医
療
に
関
す
る
高
度
な

知
識
、
技
能
を
久
美
浜
病
院
に
還

元
す
る
こ
と
」「
地
域
医
療
マ
イ

ン
ド
を
持
っ
た
医
師
を
育
成
す
る

た
め
に
、
両
病
院
は
学
生
や
若
手

医
師
の
教
育
・
研
究
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
」「
地
域
に
密
着
し
た
保

健
・
医
療
・
福
祉
を
一
体
化
し
た
包

括
医
療
を
目
指
す
こ
と
」
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

高度・専門医療が受診可能に
　脳や脊髄などを診る神経内科、脳卒中に
対応する脳神経外科に教授クラスの医師を
配置。また、最新のCT・MRI を活用し、専
門医による画像診断機能を強化します。今
後、増加が見込まれる認知症に対応するた
め、「もの忘れ外来」を設置し、診療機能を
充実させます。

女性に配慮した「女性病棟」を開設
　女性病棟を６月17 日（月）から開設してい
ます。女性の患者さんが心地よく治療を受け
られ、プライバシーに配慮されて静かで和や
かな雰囲気の中で入院生活を送っていただけ
るようにすること目的とするものです。

医師不足を解消
　臨床・研究・教育能力の高い指導医の下、
経験豊富な地域の医師や病院と連携。地域
医療を通じて、学生がスキルアップできる
環境を作り、北部地域を担う医師の育成を
図ります。また、北部地域の病院・診療所
からの要望を受けて医師を派遣する機能を
充実させます。

「放射線科」などを新設
　「放射線科」では、専門医がＣＴ画像など
を使い、現場の主治医と病気の原因を探り、
治療に当たります。また、本年度中には「総
合診療科」を新設。「病気の原因が分からない」
「複数の病気にかかっていて、どの診療科に
行けばいいか分からない」といった方を対象
に診療を行います。

外来受診（月～金）　

※休診日（土、日、祝、年末年始）

  京都府立医科大学附属北部医療センター
　　　　　（☎ 0772‐46‐3371）

▲新たなスタートを切った京都府立医科大学附属北部医療センター

京都府立医科大学
附属北部医療センターを開設 京都府で取り組んでい

る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

北部医療センター
になって、
ここが変わります！

▶
協
定
を
交
わ
す
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
中
川
正
法

病
院
長
（
左
）
と
久
美
浜
病
院
の
赤
木
重
典
病
院
長

▲内視鏡室を充実させるなど、施設整備が進む
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久美浜町竹藤の久美の浜福祉会「かがや
きの杜

もり
」で６月１日、同施設の利用者が手掛

けたオリジナル製品などを展示販売する「仲
間の手しごと展」が開かれ、家族連れなど
地域の人たちでにぎわいました。
展示販売コーナーには、カラフルな「さを

り織り」のぬいぐるみやスリッパ、鍋つかみな
どのほか、手すき和紙のはがきや工芸品など、
利用者が丁寧に作成した自慢の製品がずら
り。利用者が、頭の中でデザインをイメージ
しながら織るさをり織りや、楮

こうぞ

の木を煮込み、
ふしなど不要なものを取り除いて作成する手
すき和紙の実演コーナーも、来場者の関心
を集めていました。
同展は、利用者の活動を地域の人たちに

知ってもらおうと毎年開催されており、今年
で９回目。古橋伸一施設長は「地域の人た
ちの支えがあってさまざまな活動ができてい
る。利用者と地域の方とのつながりを大切に
したい」と話していました。

　今年１０回目を数える大宮町体育大会（市教育委員会
主催）が6月16日、大宮中学校グラウンド（大宮町口
大野）など 5会場で開催され、約700人がスポーツを
通じて親睦を深めました。
　軟式野球やソフトバレーボール、グラウンドゴルフな
ど 5競技 8種目による地区対抗戦のほか、オープン競
技のロードレース（1.6㌔、3㌔）とフットサルが行われ、
各会場で熱戦を繰り広げました。
　総合成績は、次のとおり。
優　勝：口大野区
準優勝：第二地区　3位：善王寺区

　丹後町間
た い ざ

人出身で明治期財界の偉人松
まつ

本
もと

重
じゅう

太
た

郎
ろう

翁の没１００年を記念し、5月
28日、地元住民らでつくる「松本重太郎
100年プロジェクト」実行委員会がツアー
を開催しました。
　重太郎翁は、間人で生まれ、10 歳の
ときに京都市内の呉服店にでっち奉公し、
23歳のときに大阪で起業。その後、国立
百三十銀行や、日本初の私鉄「阪堺鉄道」

　５月３１日、吉原小学校・峰山幼稚園の合同音楽鑑賞会
が吉原小体育館で開かれ、世界的に活躍しているゲオル
ギア弦楽四十奏団がバイオリン、ビオラ、チェロで弦楽器
特有の繊細な音を奏でました。子どもたちや保護者らは息
の合った演奏に聞き入りました。
　この日使われた弦楽器は、峰山町出身の田中博さんが生
前に製作したもの。演奏会は、田中さんの郷里で音楽の普
及を図るため、NPO法人音楽のまちづくりが企画しました。
　四十奏団のメンバーは、演奏の合間に楽器の特徴を説
明しながら、バッハの名曲など全１０曲を演奏しました。

　弥栄町の吉野小学校で６月８日、剪定
講座（弥栄地域公民館主催）が開かれ、
町内の住民17人が剪定の知識や技術を学
びました。
　５回シリーズの内２回目となる今回は、
講師の和田幸久さん（弥栄町）が切り戻
しや間引き、新芽の摘み取りなどを実践し
ながら説明。受講者はアドバイスを参考に、
松や梅の木にハサミを入れ、樹形を整え
ていました。
　初めて受講した行

ゆき

待
まち

恵さん（弥栄町）
は「いらない枝を見定めるポイントなど、
すぐに使える知識を学びました。さっそく
家の庭木で実践します」と話していました。

　網野町掛津の琴引浜で６月１、２日の両
日、「はだしのコンサート2013」（同実行
委員会主催）が開催されました。拾ったご
みが入場券となるイベントで、今年が20
回目。丹後地域や京阪神などから約4,500
人が参加し、海岸清掃や音楽などを通じ
て美しい琴引浜の環境保全を呼び掛けま
した。
　両日とも、参加者全員で約１時間、浜辺
のごみ拾いを行いイベントがスタート。特
設ステージでは、過去最高となる13組の
アーティストが出演し、琴引浜への思いを
込めて演奏を披露しました。２日目には、
ビーチランニングも行われ、ランナーたち
は「キュッキュ」と砂の音を立てながら砂
浜を駆け抜けました。また、昨年に続き婚
活イベントを開催。市内外から集まった男
女がゲームをしたり、料理を作ったりしな
がら親睦を深めました。
　同会場では、網野高校ボランティア部
の生徒が参加者の拾ったごみを分類。同
部の藤村孝子さん（２年）は、「注射器な
どの医療器具がたくさんあって驚きまし
た。定期的にごみ拾いをして鳴き砂を守っ
ていきます」と話していました。
　フィナーレでは、島津小学校の児童が、
同校の卒業生が作成した「琴引浜に寄せ
て」を合唱し、環境保全のメッセージを訴
えていました。（現南海電鉄）を創立しました。さらに、大阪麦酒（現

アサヒビール）、大阪紡績（現東洋紡）をはじめ、保険、
炭坑、新聞事業など40社を超える企業の設立や経営を
手掛けるとともに、大阪港の築港にも尽力しました。
　ツアーに参加した19人は、高野山奥の院・中の橋（和
歌山県高野町）にある重太郎翁の墓や、重太郎翁にゆか
りのある宿坊寺院「常

じょう

喜
き

院
いん

」、大阪南の料亭「大和屋」
を訪ね、その偉業をしのびました。実行委員の久保善康
さん（丹後町）は、「重太郎翁を知れば知るほど功績の
偉大さやスケールの大きさを感じる。この地が生んだ偉
人を、多くの人に知ってもらいたい」と話していました。
　同実行委員会では、今後、子ども向けに「語り部」の
会を設けたり、講演会やシンポジウムを開催したりする
予定です。

▶
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
試
合
（
善
王

寺
区
対
口
大
野
区
：
大
宮
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
）

▲講師の和田さん（写真右から２人目）に松の剪定を教わ
る受講者たち

▲高野山（和歌山県）にある松本重太郎翁の墓前
で記念撮影する参加者たち

▲カラフルなオリジナル製品が並び地域の人たちでにぎわう会場

▶
峰
山
町
出
身
の
職
人
が
製
作
し
た
楽
器
を
手
に
、
名
曲
を
演

奏
す
る
ゲ
オ
ル
ギ
ア
弦
楽
四
十
奏
団
の
皆
さ
ん

▲琴引浜への思いを込めて、元気いっぱい歌う島津小学校の児童たち

か
が
や
き
の
杜も

り

仲
間
の
手
し
ご
と
展

松
本
重
太
郎
の
偉
業
し
の
ぶ
ツ
ア
ー
開
催

没
後
１
０
０
年
を
記
念
し
て
実
行
委
員
会
が
企
画

剪せ
ん

定て
い

の
技
を
磨
き
、
き
れ
い
な
樹
形
に

丹後ゆかりの弦楽器で名曲を披露
ゲオルギア弦楽四十奏団が演奏会

「第10 回大宮町体育大会」開催
町民700人がスポーツで交流

弥 栄 町

久美浜町 5月28日
丹 後 町

6月16日
大 宮 町

6月1日

5月31日
峰 山 町

6月8日

弥
栄
町
の
住
民
１７
人
が
参
加

カ
ラ
フ
ル
な
さ
を
り
織
り
の
製
品
な
ど
ず
ら
り

は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
4
5
0
0
人

美
し
い
琴
引
浜
の
環
境
保
全
呼
び
掛
け
る
6月1～2日
網 野 町
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水
難
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
海
で
発
生
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
尊
い
命
が
犠
牲
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

波
や
潮
の
流
れ
が
あ
る
海
で
は
、
思
っ

て
い
る
以
上
に
身
体
に
負
担
が
掛
か
り
ま

す
。
泳
ぐ
前
に
は
準
備
運
動
を
行
う
と
と

も
に
、
疲
れ
て
い
る
と
き
や
睡
眠
不
足
の

と
き
、
飲
酒
の
状
態
で
は
絶
対
に
海

に
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
う
浜
辺
で

は
、
子
ど
も
を
見
失
い
事
故
に
至
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
決
し
て
子
ど

も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
天
候
が
悪
い
日
や
海
が
荒
れ
て
い
る

と
き
は
、「
海
に
入
ら
な
い
、
遊
泳
し
な
い
」

と
い
う
、
や
め
る
勇
気
も
必
要
で
す
。

　

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に
し
て
、
私

た
ち
水
難
救
助
隊
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
活
動
の
柱
に
、
潜
水
や
操そ

う

舵だ

、
救
助
技

術
の
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
し
っ

か
り
守
り
、
夏
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
63
年
、
市
消
防
本
部
（
当
時
の
丹

後
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
）
は
、
海
や

河
川
な
ど
の
事
故
に
お
け
る
救
助
活
動
を

目
的
に
、
京
都
府
下
で
初
と
な
る
「
ス

キ
ュ
ー
バ
隊
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
平
成

20
年
４
月
に
は「
水
難
救
助
隊
」と
改
名
し
、

今
年
４
月
で
発
足
か
ら
25
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

平
成
25
年
４
月
現
在
、
水
難
救
助
隊
の

隊
員
数
は
21
人
。ダ
イ
バ
ー
班・ボ
ー
ト
班・

指
揮
班
の
３
班
構
成
で
、
互
い
に
連
携
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

隊
員
ら
は
、
潜
水
士
や
小
型
船
舶
操
縦

士
の
免
許
を
取
得
し
て
お
り
、
中
に
は
救

急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ
隊
員
も
い
ま
す
。

水
難
事
故
の
専
門
部
隊

　
京
丹
後
市
の
魅
力
と
い
え
ば
、
何
と
い
っ

て
も
、
白は

く

砂し
ゃ

青せ
い

松し
ょ
う

や
奇
岩
に
富
ん
だ
美
し

い
海
岸
線
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に

夏
場
は
、
海
水
浴
や
釣
り
な
ど
、
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
レ
ジ
ャ
ー
客

の
増
加
と
と
も
に
水
難
事
故
も
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
過
去
10
年
間
の
水
難
事

故
に
お
け
る
出
動
件
数
は
71
件
で
し
た
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
事
故
が
発
生
す
る

と
通
常
の
救
助
隊
に
加
え
、
特
命
で
水
難

救
助
隊
を
編
成
し
救
助
活
動
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
海
の
事
故
を
は
じ
め
、
水
難
事

故
全
般
の
救
助
活
動
を
専
門
に
行
う
水
難

救
助
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

　

　

水
難
事
故
の
現
場
は
、
陸
上
の
災
害

現
場
よ
り
も
さ
ら
に
生
死
に
関
わ
る
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
効
果
的
か
つ
安

全
に
救
助
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
常

に
平
常
心
を
保
ち
、
隊
員
同
士
が
連
携

し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

ま
す
。

　
水
難
救
助
隊
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
故

に
対
応
す
る
た
め
に
実
際
の
現
場
を
想

定
し
た
訓
練
を
行
い
、
技
術
・
知
識
に

裏
付
け
さ
れ
た
経
験
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
安
全
に
救
助
活
動
を
行

う
た
め
に
は
、
隊
員
間
の
信
頼
関
係
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。
訓
練
を
重
ね
る

こ
と
で
信
頼
関
係
を
深
め
、
迅
速
で
確

実
な
救
助
活
動
、
二
次
災
害
の
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。

　近年、海上保安庁と連携して水難
救助活動を行う機会が増えているこ
とから、６月６日、敦賀海上保安部
と合同訓練を行いました。
　救助技術の習得だけではなく、顔
の見える関係を築く上で、充実した
訓練を行うことができました。

　平成11年に京都府水難救済会が
組織され、市内では、網野・久美浜・
丹後町の各地域での海の事故に対し
て迅速な対応ができるように、ボラ
ンティアによる救難所が設置されま
した。
　平成 25 年４月現在、マリンレス
キュー網野救難所には 52人が所属。
水難事故発生時は、個人が所有する
漁船などで現場に急行しています。
　「自分たちの海は自分たちで守
る！」を合言葉に、海上保安庁や消
防本部と協力してマリンレスキュー活
動を行っています。

水の事故から命を守る！

水難救助隊

府
下
で
初
の
水
難
救
助
隊

▼ボート２艇
（８人乗り・4人乗り）

訓
練
を
重
ね
る
こ
と
で

　
　
　
　  

深
ま
る
信
頼
関
係

「やめる勇気」も必要です！

水難救助隊

永岡　晃
あ き ら

水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

隊長

マリンレスキュー

京都府水難救済会
マリンレスキュー
　　　網野救難所
　東　宣行 所長

５
４ ４ ４

７ ７
６

主な水難救助隊の装備主な水難救助隊の装備

15 2013.07 142013.07

2013 年７月

▲ダイバー班を輸送するボート班

▲敦賀海上保安部の巡視船「えちぜん」か
ら飛び込むダイバー班の隊員

▲マリンレスキュー海上保安部との合同訓練

付けていますか
住宅用火災警報器
月に一度は動作点検

たんごの風 57号

▲スキューバセット

▲水中スクーター

▲簡易画像探索機

他機関との連携強化を図る
～敦賀海上保安部と合同訓練を実施～

自分たちの海は自分たちで守る！

▲過去10年間の水難出動件数
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▼
遠
方
に
そ
び
え
る
内
山
ブ
ナ

林
は
一
番
早
く
芽
を
出
し
、
今

は
新
緑
が
と
っ
て
も
素
晴
ら
し

い
。
15
、
６
年
前
ブ
ナ
林
を
訪

れ
た
頃
を
思
い
出
す
。

【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
今
回
紹
介
さ
れ
た
地
元
の
山
に

ぜ
ひ
登
っ
て
み
た
い
で
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
み
ん
な
の
広
場
を
読
ん
で
、
こ

れ
か
ら
は
、
女
性
が
ど
ん
ど
ん

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
宮
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
今
は
梅
雨
の
時
期
で
あ
ま
り
良
い

天
気
が
続
か
な
い
で
す
が
、
梅
雨

が
明
け
た
ら
、
地
元
の
山
登
り
を

し
て
み
た
い
で
す
。

　
　
で
も
、
少
し
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
が
心
配
で
す
。
何
か
動
物
を

見
た
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か
。

対
策
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
大
宮
町
・
40
代
・
女
性
】

ク
マ
な
ど
野
生
動
物
と
の
遭
遇

を
避
け
る
こ
と
が
最
も
大
切
で

す
。
山
に
入
る
前
に
は
、
地
元
の

人
に
聞
く
な
ど
し
て
、
出
没
情
報

を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
特
に
ク
マ
は
、
餌
を
探
し
て
広

範
囲
を
動
き
回
り
ま
す
。
山
で
は

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
、
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
、
周
囲
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
で
き

る
だ
け
単
独
行
動
は
避
け
、
複
数

で
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
万
が
一
、
野
生
動
物
に
遭
遇
し

た
場
合
は
刺
激
し
な
い
よ
う
に
、

慌
て
ず
、
で
き
る
だ
け
ゆ
っ
く
り

と
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。

【
農
林
整
備
課
】

在
住
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た

京
丹
後
市
へ
の
想
い
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

（
大
宮
町
三
重
）

  

　
糸
井
　
隆た

か
雄お  

さ
ん （
88
）

【元大宮町議会議員】

　昭和 50 年から12 年間の長きにわ
たり大宮町議会議員として活躍。昭
和 58 年からは議会議長を務め、円
滑な議会運営に尽力。国営農地開発
事業に伴う圃

ほ
場整備などの困難な事

業に対して、町理事者と共に対応す
るなど、町行政に大きく貢献し、そ
れらの功績が評価されました。

高齢者叙勲
旭日単光章（地方自治功労）

環 境 保 全 功 労 者 等 環 境 大 臣 表 彰
【地域環境保全功労者表彰】

　平成元年に設立して
以降、府が指定してい
る「丹後上

かみ
世
せ

屋
や

内山京
都府環境保全地域」に
おいて、内山ブナ林散
策の拠点となるブナハ
ウスの清掃や散策道の
倒木除去、草刈り、ご
み収集などの整備作業
を行い、長年にわたり
環境保全に貢献したこ
とが評価されました。

▲ブナ林の散策道で倒木除去作業
を行ういかが会のメンバー

 いかが会

地
域
を
選
定
し
、
要
援
護
者
へ
の
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
避
難
に
つ
い

て
は
、
災
害
時
要
援
護
者
の
情
報
を
関

係
課
、関
係
団
体
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、

市
の
防
災
訓
練
で
は
要
援
護
者
の
避
難

訓
練
を
各
区
長
へ
依
頼
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、

市
や
区
と
連
携
し
て
、
毎
年
地
域
を
選

定
し
、
要
援
護
者
へ
の
避
難
支
援
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す

【
生
活
福
祉
課
】

ご
意
見
箱
か
ら
声

み
ん
な
の

高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に
、
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

▼
大
震
災
が
発
生
し
た
と
き
に
、
高
齢
者
や

障
害
者
は
無
事
に
避
難
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
齢

者
や
障
害
者
を
対
象
に
し
た
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

【
網
野
町
・
年
齢
未
記
入
・
男
性
】

▲稲葉本家（久美浜町）でmixひとびと tango2013
のイベントに参加したジーナさん（写真右）

  

私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都
マ
ニ
ラ
出
身
で

す
。
マ
ニ
ラ
は
カ
ジ
ノ
や
ゴ
ル
フ
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
楽
し
む
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
、
日
本
で

い
う
と
大
阪
の
よ
う
な
陽
気
な
都
市
で
す
。

　
22
歳
の
と
き
日
本
に
来
て
、
翌
年
、
主
人
と

結
婚
。
そ
れ
か
ら
11
年
間
京
丹
後
に
住
ん
で
い

ま
す
。
最
初
は
、
文
化
の
違
い
や
言
葉
の
違
い

に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
１
年
も
す
る
と
す
ぐ
に

慣
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
、
機
械
部
品
の
製

造
現
場
で
の
仕
事
を
経
て
、
現
在
は
介
護
の
職

場
で
働
い
て
い
ま
す
。
仕
事
は
大
変
で
す
が
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
に
い

つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
も
っ
と
京
丹
後
の
歴
史
や
文
化
に

つ
い
て
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
休

日
に
は
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
勉

強
し
て
い
ま
す
。
お
気
に
入
り
は
、
周
辺
の

町
並
み
が
美
し
い
久
美
浜
町
の
稲
葉
本
家
で

す
。

　

京
丹
後
に
来
て
一
番
驚
い
た
の
は
、
食
べ

物
の
お
い
し
さ
で
す
。
中
で
も
京
丹
後
産
の

ナ
シ
や
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
物
が
大

好
き
で
、
旬
に
な
る
と
毎
日
の
よ
う
に
食
べ

て
い
ま
す
。
で
も
、
た
ま
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
が
恋
し
く
な
る
こ
と

も
…
。

　

京
丹
後
で
２
人
の
子
ど
も
を
出
産
し
ま
し

た
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
後
、
看
護
師
さ
ん

や
保
健
師
さ
ん
に
ミ
ル
ク
の
飲
ま
せ
方
や
離

乳
食
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
こ
の
よ
う
な
支
援
は
無
い

の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　

私
が
感
じ
た
京
丹
後
の
魅
力
は
、
豊
か
な

自
然
や
お
い
し
い
食
べ
物
の
ほ
か
、
子
育
て

に
対
す
る
温
か
い
支
援
な
ど
〝
人
〟
の
魅
力

で
す
。
こ
れ
ら
の
魅
力
を
も
っ
と
外
国
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
方
が
、

一
緒
に
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
町
に
な

れ
ば
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

石田ジーナさん（34）
峰山町赤坂在住

【会長　井上秀雄さん・構成員 21人】

（
峰
山
町
長
岡
）

  

　
故
　
今い

ま
中な

か
　
義よ

し
和か

ず  

さ
ん （
84
）【元峰山町議会議員】

　昭和 50 年からの３期、平成 3 年か
らの１期、計１６年間の長きにわたり峰
山町議会議員として活躍。建設常任
委員会委員長や広報編集委員会委員
長を務め、町行政の発展に大きく貢献。
平成２年からは保護司として、犯罪を
犯した人の社会復帰支援に尽力するな
ど、それらの功績が評価されました。

叙　勲
旭日単光章（地方自治功労）

（
峰
山
町
吉
原
）

  

　
吉
岡
　
勲い

さ
お  

さ
ん （
68
）

【自然環境保全監視員】

　平成 14 年から11 年間の長きにわ
たり、自然環境保全監視員として権
現山京都府歴史的自然環境保全地域
において、自然環境情報の把握、崖
崩れやごみの不法投棄などの監視活
動に尽力。当該地域の自然環境保全
に貢献し、その功績が評価されまし
た。

京 都 府 環 境 保 全 功 労 者 表 彰
【行政協力部門】

京 都 府 環 境 保 全 功 労 者 表 彰
【団　体】

　平成７年に設立して以降、竹野川堤防内に花壇を設置
して管理を行っているほか、流域の住民らと共に川下り
を楽しみながら、竹野川の清掃活動を実施。長年にわた
り、環境保全に貢献したことが評価されました。

▲

ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
を
用
い
て
行
わ

れ
た
「
竹
野
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

 森本村づくり委員会
【委員長　河嶋英一さん・構成員 21人】

※広報クイズの応募はがきから

〈イラスト〉
森野琴

こと
海
み

さん（弥栄町船木）

〈
イ
ラ
ス
ト
〉

平
井
真
由
美
さ
ん
（
網
野
町
浜
詰
）

京丹後に想う Vol .9



小西 桜
さ く ら

來ちゃん（女の子）
５月生まれ・3,666㌘
母：絵美子さん　父：健吾さん
（久美浜町小桑）

小石原 芽
め

愛
い

ちゃん（女の子）
６月生まれ・2,854㌘
母：江里子さん　父：寿

ひさし

さん

本田 晃
こう

己
き

くん（男の子）
５月生まれ・2,790㌘
母：真砂代さん　父：智

さとし

さん

（峰山町長岡）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生
の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。ご応募
いただいた全ての方を掲載しています。どしど
しご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで
                                             ☎ 69-0110

近藤 悠
ゆう

翔
と

くん（男の子）
5月生まれ・2,830㌘
母：麻

ま

美
み

さん　父：大輔さん
（大阪府枚方市／実家：峰山町長岡）

吉岡 渚
なぎさ

くん（男の子）
５月生まれ・3,438㌘
母：夏希さん　父：高博さん
（網野町浜詰）

（大宮町口大野）

脇本 亜
あ

花
か

音
ね

ちゃん（女の子）
５月生まれ・3,286㌘
母：雅代さん　父：一

かず

孝
たか

さん

（大阪府豊中市／実家：峰山町荒山）

さ
と
が
え
り

さと
が
えり

▲団体戦優勝メンバー（左から大道友希音さん、小松あすかさ
ん、奥田真実さん、奥田莉央さん）

▲全国道場少年剣道大会府予選に出場した
主将の東剛志くん（写真上）

　
第
２１
回
北
近
畿
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
が
６
月
２
日
、久
美
浜
中
央
運
動
公
園
（
久

美
浜
町
）
で
行
わ
れ
、
本
市
を
は
じ
め
、
宮

津
市
、
与
謝
野
町
、
兵
庫
県
か
ら
豊
岡
市
、

養や

父ぶ

市
な
ど
の
98
チ
ー
ム
1
9
6
人
が
参

加
。
男
子
の
部
48
チ
ー
ム
、女
子
の
部
50
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
普
及
と

技
術
力
向
上
、
他
地
域
の
中
学
生
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
市
教
育
委
員

会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

青
少
年
剣
道
練
成
大
会

橘至誠館団体優勝

98
チ
ー
ム
が
熱
戦

▲熱戦を繰り広げる峰山中学校（水色ユニフォーム）と出石中
学校（黄色ユニフォーム）

　

第
43
回
府
青
少
年
剣
道
錬
成

大
会(

府
剣
道
道
場
連
盟
主
催)

が
、
５
月
26
日
、
京
都
市
左
京

区
の
市
武
道
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
橘
至
誠
館
の
女
子
団
体
が

丹
後
地
域
（
舞
鶴
以
北
）
で
初

と
な
る
団
体
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

団
体
の
部
に
は
、
府
内
か
ら

39
チ
ー
ム
が
出
場
。
女
子
団
体

メ
ン
バ
ー
の
奥
田
莉り

央お

さ
ん（
橘

中
２
年
）、大だ

い
道ど

う
友ゆ

希き

音ね

さ
ん（
網

野
中
2
年
）、奥
田
真
実
さ
ん（
橘

小
６
年
）、小
松
あ
す
か
さ
ん（
橘

小
６
年
）
の
４
人
は
順
調
に
勝

ち
進
み
、
決
勝
進
出
。
決
勝
戦

丹後初の快挙

で
は
京
都
太う

ず

秦ま
さ

少
年
剣
道
部
と
対

戦
し
、
大
将
戦
ま
で
も
つ
れ
込
む

拮き
っ

抗こ
う

し
た
試
合
の
末
、
勝
利
を
つ

か
み
ま
し
た
。
大
将
を
務
め
た
奥

田
莉
央
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
声
を

掛
け
合
っ
て
、
控
え
メ
ン
バ
ー
も

含
め
全
員
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま

し
た
。
優
勝
で
き
て
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
大
会
の
個
人
戦
で
は
、

小
学
生
高
学
年
の
部
に
出
場
し
た

小
松
あ
す
か
さ
ん
が
３
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
同
日
開
催
さ
れ
た
全
国
道
場
少

年
剣
道
大
会
府
予
選
に
は
、
橘
至

誠
館
の
中
学
生
団
体
の
メ
ン
バ
ー

５
人
が
出
場
。
昨
年
に
続
き
、
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
東あ

ず
ま

剛た
け

志し

主
将
は
「
１
回
戦
敗
退
だ
っ

た
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
す
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

▲第一試合、打撃戦となった久美浜中対峰山中の試合

　
第
10
回
京
丹
後
市
長
杯
争
奪
中
学

校
野
球
大
会
（
市
教
育
委
員
会
、
市

中
学
校
体
育
連
盟
主
催
）
が
６
月
１
、

２
日
の
両
日
、
峰
山
球
場
で
開
か
れ
、

参
加
し
た
市
内
７
校
が
白
熱
し
た
試

合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
網
野
中
と
大
宮
中
が

対
戦
。
試
合
は
緊
迫
し
た
投
手
戦
が

続
き
、
延
長
戦
に
突
入
し
ま
し
た
。

※
２
対
２
で
迎
え
た
９
回
の
裏
、
網

野
中
が
３
対
２
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

で
、
市
長
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
優　
勝
】
網
野
中
学
校

【
準
優
勝
】
大
宮
中
学
校

【
３　
位
】
久
美
浜
中
学
校
、
橘
中
学
校

※
本
大
会
は
７
回
ル
ー
ル

網野中がサヨナラ勝ちで優勝

北
近
畿
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

市長杯争奪中学校野球大会
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御
正
体
と
は
、
鏡
や
鏡
に
見

立
て
た
銅
板
の
表
面
に
仏
さ
ま

の
姿
を
線
彫
り
し
た
も
の
で
す
。

仏
さ
ま
が
人
々
を
救
う
た
め
に

神
と
し
て
現
れ
た
と
す
る
神し

ん

仏ぶ
つ

習し
ゅ
う

合ご
う

の
考
え
を
も
と
に
作
ら
れ

ま
し
た
。
後
に
は
、
よ
り
立
体

的
な
仏
さ
ま
の
姿
を
あ
ら
わ
し

た
懸か

け

仏ぼ
と
け

へ
と
発
展
し
ま
す
。

　

木
橋
区
の
線
刻
薬
師
如
来
御

正
体
は
、
直
径
15
・
６
㌢
の
銅

製
の
円
板
に
、
吊
り
さ
げ
用
の

輪
が
二
つ
取
り
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
表
面
に
は
、
日
吉
神
社

に
祀
ら
れ
た
大お

お

山や
ま

昨く
い
の

神か
み

の
本ほ

ん

地じ

仏ぶ
つ

と
さ
れ
る
薬
師
如
来
の
姿
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

特
徴
か
ら
見
て
、
平
安
時
代
の

終
わ
り
か
ら
鎌
倉
時
代
の
始
め
、

つ
ま
り
12
世
紀
後
半
か
ら
13

世
紀
前
半
頃
に
作
ら
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
木
橋
区
の

線
刻
薬
師
如
来
御
正
体
は
、

市
内
に
残
る
数
少
な
い
御
正

体
の
一
つ
と
し
て
貴
重
な
も

の
で
あ
る
点
が
評
価
さ
れ
、

平
成
９
年
３
月
19
日
付
で
弥

栄
町
指
定
文
化
財（
工
芸
品
）

に
指
定
。
平
成
16
年
の
京
丹

後
市
発
足
の
伴
い
京
丹
後
市

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
、
京
都
府
立
丹
後

郷
土
資
料
館（
宮
津
市
国
分
）

に
寄
託
・
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

�

（
文
化
財
保
護
課
）

※
線
刻
薬
師
如
来
御
正
体
は
、
京
丹
後

市
史
資
料
編
「
京
丹
後
市
の
美
術
」（
第

１
章
88
㌻
）
に
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

京
丹
後
市
の
文
化
財 

87

市内に残る数少ない御正体
線刻薬師如来御正体（木橋区所蔵）

（
弥
栄
町
木き

橋ば
し

）

線せ
ん

刻こ
く

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

御み

正し
ょ
う

体た
い

　
「
視
界
遼
考
」
は
、
丹
後
建
国

１
３
０
０
年
を
記
念
し
て
、
古
代

丹
後
に
暮
ら
す
人
々
の
文
化
や

生
活
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
コ
ラ

ム
。
こ
の
地
に
人
が
現
れ
て
か
ら

「
丹
後
国
」
が
で
き
る
ま
で
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
丹
後
の

歴
史
勉
強
中
の
私
と
一
緒
に
、
は

る
か
丹
後
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
優
れ
た
技
術
や
文
化
だ
け
で

な
く
、
意
外
な
生
活
も
垣
間
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　　　　
今
回
の
舞
台
は
古
墳
時
代
の
前
期
。
平
成
６

年
１
月
、「
青せ

い

龍り
ゅ
う

三
年
」
の
年
号
が
刻
ま

れ
た
銅
鏡
（
方ほ

う

格か
く

規き

矩く

四し

神し
ん

鏡き
ょ
う）

が
、
弥

栄
町
と
峰
山
町
に
ま
た
が
る
大お

お

田た

南
み
な
み

５
号
墳
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
年
号
が

刻
ま
れ
た
鏡
の
中
で
は
、〝
日
本
最
古
の

鏡
”
と
あ
っ
て
、
大
変
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
青
龍
」
は
、
中
国
「
魏ぎ

」
の
年
号
。
青
龍
三
年

は
、西
暦
２
３
５
年
を
指
し
ま
す
。
時
は
三
国
時
代
。

諸し
ょ

葛か
つ

亮り
ょ
う

孔こ
う

明め
い

と
司し

馬ば

懿い

仲ち
ゅ
う

達た
つ

が
死
闘
を
演
じ
た

頃
で
す
。
ち
な
み
に
、孔
明
の
没
は
西
暦
２
３
４
年
。

「
死
せ
る
孔
明
、
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す
」（
※
）
を

ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
青
龍
三
年
鏡
の
文
字
か
ら
、
丹
後
人

の
〝
読
み
書
き
力
”
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　
こ
の
鏡
に
は
、「
青
龍
三
年
顔
氏
…
」
と
漢
字
39

字
が
並
ん
で
い
ま
す
。
意
味
は
「
青
龍
三
年
、
顔が

ん

氏し

が
鏡
を
作
っ
た
が
、
文
様
も
立
派
に
出
来
上
が
っ

た
。
左
に
龍
を
、
右
に
虎
を
置
い
て
不
詳
（
祥
）

を
避
け
、
朱す

雀ざ
く

と
玄げ

ん

武ぶ

も
陰い

ん

陽よ
う

に
従
っ
て
正
し
く

配
置
し
た
。
八は

っ

子し

と
九

き
ゅ
う

孫そ
ん

が
す
べ
て
中
央
の
職
に

就
き
、
寿
齢
は
金き

ん

石せ
き

の
堅
き
が
如
く
長
生
き
し
、

候こ
う

王お
う

と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
」
で
す
。

　

当
時
中
国
で
は
、

文
字
を
書
く
文
化
が

発
達
し
、
役
人
な
ど

は
重
要
事
項
を
書
物

と
し
て
残
し
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
日
本

で
は
５
世
紀
後
半
ま

で
文
字
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
な
る
と
、
こ
の
鏡
を
手

に
入
れ
た
丹
後
の
王
は
、
こ
の
意
味

を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
な
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
時
丹
後
は
中
国
（
楽ら

く

浪ろ
う

郡ぐ
ん

・
帯た

い

方ほ
う

郡ぐ
ん

）
と
交
易
し
て
い
た
た
め
、
文
字

が
な
く
て
も
通
訳
を
介
し
て
漢
字
を

教
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

峰
山
町
の
古ふ

る

殿ど
の

遺
跡
か
ら
は
、
こ

の
時
代
の
木
製
品
が
数
多
く
出
土
し

て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
「
四し

脚き
ゃ
く

案あ
ん

」

が
あ
り
ま
す
。
案
は
机
を
指
す
も
の

で
、
こ
の
案
が
文
字
を
書
く
の
に
使
っ

た
文ふ

机づ
く
え

で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ

り
ま
す
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、

丹
後
の
王
は
、
４
世
紀
に
す
で
に
漢

字
が
読
み
書
き
で
き
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
真
偽
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
丹
後

の
文
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か

な
こ
と
。古
代
丹
後
人
は〝
外
国
語
力
”

が
高
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
（
秘
書
広
報
広
聴
課　
高
倉�

遼
）

机に座って漢字の勉強も？

　今年７月、優れた自然景観の「山陰海岸国立公園」が指定
50�周年を迎え、環境省や関係府県市町などが実行委員会を
組織して、各種事業を実施します。
　山陰海岸国立公園指定50�周年事業は、豊かな自然の象徴
である国立公園、世界に誇るジオパークでもある山陰海岸の
魅力や素晴らしさを、未来を担う子どもたちが、次世代に引
き継いでいく契機とするとともに、多様な主体が連携・協調し、

その魅力を国内外に広く情報発信を行います。
　山陰海岸は平成22�年 10�月に世界ジオパークネットワーク
に加盟認定（国内４番目）され、�地域でも保全と活用の気運
が高まっています。国立公園指定50�周年を契機に、より一層、
国立公園の各種事業と山陰海岸ジオパークの連携を積極的に
図り、その魅力を紹介していきます。

（観光振興課）

山陰海岸の魅力を国内外に発信！！
山陰海岸国立公園指定 50周年

「月の輪田」に赤米の苗を植える参加者（左から中山市長、巽府
議会議員、山田府知事、月亭太遊さん）

◎キックオフイベント：６月 30 日（日）
　実行委員会を構成する３市３町内で一斉クリーン作戦など
◎山陰海岸国立公園指定 50 周年記念フェスティバル
　in 鳥取砂丘：８月 24 日（土）
　【場所】鳥取砂丘こどもの国（鳥取市）
　【内容】オープニングセレモニー、来賓祝辞、自然公園関
　係者者環境大臣表彰、山陰海岸国立公園関係者特別表彰、
　著名人による記念講演　など

◎３府県こどもジオパークサミット：９月７日（土）
　【場所】岩美町中央公民館（兵庫県岩美町）
　【内容】オープニングセレモニー、こども研究発表会、著
　名人によるトークショー　など
◎パートナーシップイベント：６月 30 日（日）～９月７日（土）
　関係自治体、団体などが行うイベントをパートナーシップ
　イベントとし、関係者の連携を深めるとともに山陰海岸　
　の魅力を発信します。

山陰海岸国立公園指定50周年事業の概要 ≪基本方針≫：こどもたちによる継承、協働連携、情報発信

「月の輪田」隣の田んぼに3 種類（赤・黒・紫）の古代米の苗を
植える地元住民ら

※
偉
大
な
人
物
は
、
死
後
も
な
お
生
前
の

威
光
が
残
っ
て
お
り
、
人
々
を
恐
れ
さ
せ

る
と
い
う
こ
と

　峰山町二箇の「月の輪田」で6月2日、古代米の田
植え式（同区主催）が開催されました。三日月の形をし
ていることから「月の輪田」と呼ばれ、江戸時代の「丹
後旧事記」には、食物の神である豊

とよ

受
うけの

大
おお

神
みかみ

が太陽の神
である天

あま

照
てらす

大
おお

神
みかみ

のために稲作を始めた場所で、日本の
稲作発祥の地と記載されています。昭和40年頃までは、
この地で収穫した米を伊勢神宮（三重県伊勢市）に奉納
していたとの記録も残っています。しばらく途絶えてい
た稲作は、今年、丹後建国1300年を迎え、伝統と地域
の活性化、丹後米のブランド化につなげようと地元区民
を中心に半世紀ぶりに復活しました。
　田植えを前に行われた式典で中山市長は、「日本の稲
作発祥の神話が伝わる地として大きな喜びを感じていま
す。丹後の農業の未来、発展への苗代をお植えする取り
組み」とあいさつ。続いて林農林水産大臣や鈴木伊勢市
長からの祝電が披露されました。
　式典後、同会場に山田府知事が駆け付け、地元の子ど
もたちやよしもと芸人の月亭太

たい

遊
ゆう

※さんらとともに田植
えに参加。「月の輪田」（約6.6㎡）と、隣接する田んぼ
（約300㎡）に赤米をはじめ、黒、紫3種類の古代米の
苗3600株を植えました。
　式を主催した野木達

たつ

秋
あき

二箇区長は、「この取り組みを
継続して、区民の交流や稲作発祥の地として、後世に伝
えていきたい」と話していました。
　11月上旬、収穫祭や伊勢神宮への奉納が予定されて
います。

稲作発祥の地「月の輪田」で田植え式

前期 中期 後期

約 1800年前 1300年前

現在飛 鳥
時 代

奈 良
時 代

旧石器
時 代

縄 文
時 代

古 墳 時 代

▲青龍三年銘の鏡。作られ
た当時は、新しい１０円玉のよ
うな色でピカピカに光っていた

丹
後
の
王
は
、

読
み
書
き
で
き
た
？

はるか丹後を
　眺めてみよう

視
し

界
か い

遼
り ょ う

考
こ う

Vo.3

半世紀ぶりに復活　後世に歴史と伝統を継承

※
京
都
北
部
の
ま
ち
づ
く
り
・
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
吉
本
興
業
の
芸
人
。
主
に
落

語
を
通
し
て
、
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
し
、
盛
り
上
げ
役
と
し
て
活
躍
す
る
。

弥 生
時 代

約 1400年前



7月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
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1 2 3

　書店員、編集者、出版社営業マン
など、本に関わる人たちの「過去と
の出会い」を描いた短編集。学生
時代を振り返り、切なく、ほんのり
温かい気持ちにさせてくれる恋物語
です。

　「どの花
は な

にもみんな名
な

前
ま え

がある
んだよ」と花の名前を太

た

郎
ろ う

に教
お し

えてくれるおじいちゃん。“雑
ざ っ

草
そ う

”と呼
よ

ばれる草
く さ

花
ば な

など全
す べ

てを
美
うつく

しい刺
し

繍
しゅう

で描
え が

いています。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　6月に入っても雨知らずの毎日が
続き、農家の皆さんは頭を抱える
日々が続いたことかと思います。
　そんな中、「もしかしたら今年は
雨が降らないかも…」と、ときめい
ている二人の姿が夜空に見え隠れし
ています。その二人とは…1年に1
度だけ、七夕の夜に出逢うことを許
された「ひこ星」と「おり姫」です。
でも、ここ数年7月7日って天気に
恵まれませんよね。峰山町には七夕
にまつわる羽衣伝説が残っているだ
けに、二人が出逢う姿を見てみたい
ものです。
　もし、願いもむなしく雨だったと
きは、こちら↓にお越しください！
　京丹後市役所丹後庁舎3階にある
星空体験学習室「童夢」です！京丹
後で本格的なプラネタリウムが楽し
めるんですよ！直径5㍍のドームス

クリーンに映し出される映像は、か
なりの迫力！！映像が動いているの
に自分が動いているような錯覚に陥
ることも…。まさに宇宙空間です。
　このプラネタリウムは、平成17
年から利用が始まりました。投影機
は、間人出身で当時島津製作所の相
談役だった故藤原菊男氏が市に寄贈
したものです。25のプログラムが
あり、年齢に合わせて選択して見る
ことができます。アニメーションで
楽しむもの、ヒーリング効果のある
もの、優のおすすめ「今夜の星空」
などがあり、ナレーション付きで詳

しく説明してくれます。
　未知の世界である宇宙に少し近づ
くことができる「童夢」は、京丹後
のおすすめスポットの一つです。庁
舎3階から真正面に見える立岩の風
景とともにお楽しみください。利用
について、詳しくは丹後市民局まで！
　プラネタリウムでは逢えない二
人。今年は晴れるかな？でも二人は
逢っているのを見られると恥ずかし
いから、いつも雲に隠れているのか
もしれません…だったら雨でいいか
もね♥

たんご 遊優宮川優の 見聞録

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
７月 16 日（火）当日消印有効。当選者の発表は８月
号のこのコーナーで。

◆６月号の答え
問１…現役　問２…のぼり　問３…山

◆６月号当選者
市原陽次郎さん（千葉市）、桜井治代さん（丹後町）、
今井善四郎さん（網野町）、平井真由美さん（網野町）、
辻村世津子さん（弥栄町）
応募総数17人、全員正解でした。たくさんのご応募ありがと
うございました。

問１ 表紙の写真は○の洞窟
問２ 松本○○○翁の没100 年を記念し住民がツアー開催
問３ 稲作発祥の地「○の輪田」で田植え式

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

市
内
で
暮
ら
す
外
国
人
の
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
話
す
水
野
副
会
長

今月のおすすめ

nav i nav inav inav inav i nav inav i

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

七夕は雨がいいかもね♥

外国人も暮らしやすい社会に

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53～7：58、13：00～13：05、16：54～16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

　市立図書館のおすすめ本リストを作成します
　夏休みを前に、小学校低学年・中学年・高学年、
中学生向けのおすすめ本リストを作
成します。リストは各図書館 ( 室 )
で配布しています。夏休みの読書感
想文などにお役立てください。
　
　夏休みは開館時間を変更します
　小中学校が夏休みの期間（7月20日～8月28日）
は、各図書館（室）は午前 9時から開館します。（閉
館時間は、これまでどおり）

　テーマ展示をご覧ください
　月ごとにテーマを決めて、そのテーマに沿った本
を集めて展示しています。７月は、各図書館（室）
ごとに「夏」にちなんだ本を展示しています。ぜひ、
ご覧ください。

お　知　ら　せ

※
国
籍
や
民
族
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
文
化
的
違
い
を
認
め
合

い
、
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と

し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
。

　
地
域
の
活
性
化
を
多
文
化
共
生（
※
）
の
視
点
か
ら

考
え
る
研
修
会
を
、
５
月
22
、
29
日
の
両
日
、
市
国

際
交
流
協
会
と
府
国
際
セ
ン
タ
ー
、
京
丹
後
市
と
の

共
催
に
よ
り
、
市
役
所
峰
山
庁
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
民
や
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
延
べ
60
人
が

参
加
。
同
協
会
の
水
野
孝
典
副
会
長
が
、
市
内
に
住

む
外
国
人
の
現
状
を
報
告
し「
日
本
語
を
学
ぶ
機
会

が
少
な
い
」
な
ど
と
課
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
講
師
の
田
村
太
郎
さ
ん（
N
P
O
法
人

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
大
阪
代
表
理
事
）
が「
外
国

人
の
多
様
性
を
生
か
す
取
り
組
み
が
、
防
災
や
介
護

の
人
材
確
保
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
地
域
発
展
の
カ

ギ
と
な
る
」
と
話
し
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
外
国

人
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
の
必
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。

　「子どもたちに、科学に関する本に興味を持ってもら
おう」と6月9日、あみの図書館で小学生を対象と
する「科学あそび教室」を開きました。「光の色をみよ
う！」をテーマに、赤・緑・青の光を使った光の三原
色に関する実験などを行いました。
　参加した子どもたちは、光の不思議を体感するとと
もに、万華鏡作りなどを楽しみました。

▲素材や成分の違うさまざまな物にブラックライトを当てて、
発色の違いを見る実験を行いました

「科学あそび教室」で光の不思議を体感
あみの図書館

　

京都府丹後文化会館

7/28（日）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 一般…2,500 円（当日 3,000 円）

　 高校生以下…1,000 円（当日 1,500 円）

前売券
発売中

マリンバ・スペシャルコンサート

主催 /京丹後市・（公財）京都府丹後文化事業団

SHIRYU&MAIKO

 開演 14：00 （開場 13：30）

インフォメーション

全席指定

市職員人事異動
新規採用 ［6 月1日付 ]

弥栄病院栄養部
栄養士 野村　真美

異動 ［6 月1日付 ]※カッコは前所属

企画総務部人事課
主任技師　後藤　哲
（上下水道部水道整備課主任技師）

上下水道部水道整備課
技師　中江　隆夫

　　（農林水産環境部農林整備課技師）

※未就学児の入場はご遠慮ください

■ざっそうの名
な

前
まえ

長尾　玲子／著 
福音館書店

■赤いカンナではじまる はらだ　みずき／著
祥伝社

おわびと訂正
　６月号10㌻の「丹後農業・農村コンクー
ル」の記事で、銅賞の撮影者が荻野博

ひろし

さ
んとなっていましたが、正しくは荻野博

ひろむ

さ
んです。おわびして訂正します。

2223 2013.07 2013.07
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▼
広
報
を
担
当
し
て
３
カ
月
。

自
分
の
書
い
た
文
章
や
撮
っ
た

写
真
が
紙
面
と
し
て
出
来
上
が

る
た
び
に
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

す
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
魅
力
的

な
広
報
誌
に
な
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
▼
今
月
号
で
は
、
表
紙
写

真
の
撮
影
に
丹
後
版
「
青
の
洞

窟
」（
丹
後
町
）
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
青
の
洞
窟
は
も
ち
ろ
ん
、

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
輝
く
海
、

両
脇
に
そ
び
え
立
つ
柱
状
節
理
の

岩
礁
、
岩
肌
の
「
♥
マ
ー
ク
」
な

ど
見
所
が
た
く
さ
ん
。
さ
ら
に
、

と
び
丸
タ
ク
シ
ー
船
長
の
西
口
さ

ん
が
語
る
逸
話
の
数
々
。「
口
を
広

げ
た
獅
子
」
や
「
金
の
鯛
」、
屏
風

岩
の
「
栄
光
の
一
本
松
」
な
ど
な

ど
…
▼
普
段
見
慣
れ
た
風
景
の
中

に
も
新
た
な
“
発
見
”
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
陸
か
ら
眺
め
る

海
も
い
い
で
す
が
、
海
上
ド
ラ
イ

ブ
な
ど
で
い
つ
も
と
違
っ
た
目
線

か
ら
、
丹
後
の
自
然
を
体
感
し
て

み
て
は
い
か
か
で
す
か
／
光

男　	28,665人	（－34）
女　	30,832人	（－　4）
計	　59,497人	（－38）
世帯数	 22,576世帯	（+38）
6月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数

発
行

／
京
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吹
奏
楽
団
結
成
25
周
年

新
た
な
高
み
に
挑
戦

　
「
好
き
な
音
楽
を
楽
し
も
う
、
音
楽
で
地
域
に
貢
献

し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
音
楽
活
動
を
続
け
る
「
丹
後
吹

奏
楽
団
」（
田
中
博
之
団
長
：
58
人
）。
今
夏
、
楽
団
の

実
力
試
し
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
初
の
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
。
前
団
長
の
後
を
引
き
継
い
で

３
年
、
田
中
団
長
に
近
況
を
伺
っ
た
。

              

♦　
　
♦　
　
♦

　
昭
和
63
年
、
京
都
国
体
の
式
典
演
奏
を
き
っ
か
け
に

地
元
の
高
校
吹
奏
楽
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
結
成
。「
音
楽
を

楽
し
む
と
と
も
に
、地
域
の
文
化
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
」

と
35
人
の
有
志
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
国
体
で
の

演
奏
に
続
き
、
２
週
間
後
、
神
戸
市
で
行
わ
れ
て
い
た

国
民
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
。
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
バ
ン
ド
に
交
じ
っ
て
、
ホ
ル
ス
ト
作
曲
「
木
星
」
を

演
奏
し
た
。「
こ
の
時
、
他
団
体
と
の
実
力
差
は
歴
然

だ
っ
た
が
、
い
つ
か
は
自
分
た
ち
も
こ
う
な

り
た
い
思
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
田
中

さ
ん
。

　

結
成
か
ら
１
年
で
定
期
演
奏
会
を
開
催
。

以
後
、
毎
年
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
の
文
化

祭
や
納
涼
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、

音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

が
増
え
活
動
が
充
実
す
る
一
方
、
音
楽
に
対

す
る
意
見
や
考
え
の
違
い
か
ら
、
不
安
定
な

時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
音
楽
で
つ
な
が
る
メ
ン
バ
ー
も
今
や
約
60

人
を
数
え
る
大お

お

所じ
ょ

帯た
い

。
市
内
唯
一
の
吹
奏
楽

団
で
、
高
校
生
か
ら
60
代
の
主
婦
ま
で
年
齢

や
職
業
、
経
歴
は
さ
ま
ざ
ま
。
マ
ー
チ
や
組

曲
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ど
の
吹
奏
楽
曲
を
は
じ
め
、
歌
謡

曲
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
、
童
謡
な
ど
常
時
30
曲
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
持
つ
。

　
結
成
か
ら
25
年
、演
奏
す
る
楽
器
も
20
種
類
を
超
え
、

複
雑
な
楽
曲
も
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
自
分
た

ち
の
腕
試
し
に
と
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

の
提
案
を
受
け
た
。
周
囲
の
関
係
者
も
後
を
押
す
。
結

成
当
時
の
「
い
つ
か
は
」
と
い
う
思
い
に
加
え
、
新
た

な
目
標
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
技
術
や
結
束
力
の
向
上
に

つ
な
げ
よ
う
と
出
場
を
決
め
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
丹
後
の
楽
団
と
し
て
初
め
て
の

出
場
と
な
る
。「
新
し
い
歴
史
を
刻
む
と
同
時
に
、
京

都
市
内
へ
北
部
の
楽
団
を
Ｐ
Ｒ
す
る
良
い
機
会
。
結
果

に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
な
る
機
運
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
、

と
て
も
意
義
深
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
田
中
さ
ん
。

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
に
向
け
、
週
２
日
の
夜
間
練
習
に
加

え
、
専
門
の
講
師
を
招
き
強
化
合
宿
も
行
っ
て
い
る
。

　
取
材
当
日
は
、
課
題
曲
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト・

マ
ー
チ
」
と
自
由
曲
「
民
衆
を
導
く
自
由
の
女
神
」
の

演
奏
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
テ
ン
ポ

の
行
進
曲
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
情
景
を
想
像
さ
せ
る
迫

力
の
あ
る
楽
曲
で
上
位
入
賞
を
目
指
す
。
田
中
さ
ん
は

「
各
パ
ー
ト
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

前
後
左
右
の
メ
ン
バ
ー
の
息
づ
か
い
ま
で
意
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
簡
単
で
は
な
い
け
ど
、
み
ん
な
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
合
っ
た
時
は
最
高
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

最
後
に
、
吹
奏
楽
の
魅
力
を
尋
ね
た
。「
ひ
と
つ
に

な
れ
る
こ
と
。
聴
い
て
く
れ
る
人
が
楽
し
ん
で
く
れ
る

と
、
自
分
た
ち
も
さ
ら
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
」
と

田
中
さ
ん
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
８
月
４
日
。
13
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
る
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
大
舞
台
に
挑
む
。

吹
奏
楽
の
魅
力
や
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
意
気
込
み
を
語
る

田
中
さ
ん
（
練
習
会
場
の
旧
周
枳
小
体
育
館
で
）

田
た

中
な か

　博
ひ ろ

之
ゆ き

さん（44）　　　　　　　　　
　大宮町周

す

枳
き

「丹後吹奏楽団」団長

クマに注意！！ 目撃情報が寄せられています


